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は
、
西
日
本
一
数
の
多
い
ゴ
ル
フ
場
、
日
本
最

大
級
の
屋
内
テ
ニ
ス
場
「
ブ
ル
ボ
ン
ビ
ー
ン
ズ

ド
ー
ム
」。
防
災
で
は
、
県
立
三
木
総
合
防
災

公
園
、
世
界
最
大
の
実
大
三
次
元
震
動
破
壊
実

験
施
設
「
Ｅ
ー
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

市
民
、
議
会
、
企
業
、
行
政
の
英
知
と
力
を

結
集
し
、「
チ
ー
ム
三
木
」
に
よ
っ
て
、
地
域

資
源
の
潜
在
能
力
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
若
者
や
子
育
て
世
代
が
住
み
続
け

た
い
ま
ち
、
市
外
に
出
て
も
ま
た
帰
り
た
い
ま

ち
、
市
民
の
皆
様
が
「
誇
り
を
も
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
三
木
」
を
創
る
た
め
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

「
凡
そ
事
を
作
す
に
は
、
須
ら
く
天
に
事
う

る
の
心
あ
る
を
要
す
べ
し
。
人
に
示
す
の
念
有

る
を
要
せ
ず
。」

江
戸
時
代
の
儒
学
者 

佐
藤
一
斎
の
言
葉
で

す
。「
政
治
、
事
業
を
行
う
者
は
一
切
の
私
心

に
と
ら
わ
れ
ず
、
天
に
仕
え
る
一
心
で
事
に
あ

た
る
べ
き
。
他
人
に
自
分
の
功
績
を
誇
示
し
よ

う
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
。」

と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
言
葉
を
念
頭
に
、
た
だ
愚
直
に
私
に
与

え
ら
れ
た
使
命
を
全
う
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「
誇
り
を
も
っ
て

　
暮
ら
せ
る
ま
ち
三
木
」

　
　
　
　
　
に
向
か
っ
て

三
木
市
長
　

仲
田
一
彦

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
全
て
の
市
民
の
皆
様
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
幸

せ
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
七
月
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
と
厳
粛
な
信
託
を
賜
り
、
第
六
代
三
木

市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
市
長
就
任
後
初
め
て

の
新
年
を
迎
え
、
市
政
の
舵
取
り
役
を
預
か
る

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

さ
て
、
私
の
政
治
理
念
は
、
市
民
の
「
声
な

き
声
」
に
耳
を
傾
け
、
市
民
目
線
に
立
っ
て
市

政
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
半
年
間
、
市
役
所
内
で
は
、
職
員
間
の

情
報
共
有
や
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
、
定
例
部

長
会
や
若
手
職
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
風

通
し
の
良
い
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、
様
々
な
場
所
で

多
く
の
声
を
聞
き
、
一
日
一
日
を
前
向
き
に
市

政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
年
か
ら
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
通
し

て
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、
市
政
懇

談
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
ま
ち
に
は
、
活
力
を
生
み
出
す

高
い
潜
在
能
力
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産

業
で
は
、
高
品
質
の
三
木
金
物
、
日
本
一
の
質

と
生
産
量
を
誇
る
酒
米
山
田
錦
。
ス
ポ
ー
ツ
で
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市
民
の
皆
様
が

新
年
の

抱
負
を
語
る

赤ちゃんのころからスイミングに通っていて、今
は部活もあわせて週6日で練習しています。昨年は
東播大会で100ｍ、200ｍどちらも優勝すること
ができました。今は手のかき方にこだわって練習し
ていて、今年はもっと良い結果を残して全国大会に
出場できるようにがんばります。

立山心菜さん（緑が丘中1年・水泳部）
平泳ぎ100ｍ・200ｍで東播大会2冠、
県大会100ｍ2位、200ｍ6位

リード種目は、指定ルートを登り時間内の到達
点を競うものですが、壁は高いときには10ｍ以
上になり、落ちないよう体力を考えて登らなけれ
ばなりません。昨年は近畿大会5位となり全国大
会に出場することができました。今年は3年生と
なります。高校生活最後の大会でも良い結果を残
せるようにがんばりたいです。

藤原拓海さん（三木高2年・山岳部）
スポーツクライミング・リード種目
県大会2位、近畿大会5位、全国大会に出場

10年間みなさんに応援していただけたからこそ
続けてこられました。そのことに本当に感謝してい
ます。
これからもデイサービスセンターや公民館、学校、
病院などを中心にコンサートに行くことができない
方に生の音楽をお届けし、癒しの楽しいひと時を過
ごしていただけるよう活動を続けていきます。

新年あけましてお
めでとう

ございます。

市民の皆様に新年
の抱負を

語っていただきま
した！

水泳

がん
ばっ
て

ます
！

クライミングがんばってます！

クライミングがんばってます！

生の音楽を
届けたい！

生の音楽を
届けたい！

藤田紀子さん
ムジカドルチェとして、福祉施設や学校を中心に
出張演奏を行う活動を続けて10周年を迎えた。


